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金属材料技術研究所

就　任　の　こ“

　このたびはからずも金属材料技術研究所長を拝

命いたし，河田前所長のおあとを受け継ぐことに

なりました。不肖微力ながらこの重責を果たすた

めに全力を尽くしたく存じますので引き続きなに

とぞ御廓宣と御支援のほどをお願い申し上げます。

　さて，国家機関として本技術研究所は金属材料

の研究を通じて国民生活の安定と福祉に貢献する

ことを最終目的としておりますが、その果たすべ

き役閉と責任は現在の世界情勢ならびに資源とエ

ネルギーに乏しい我が国のおかれている情況にか

んがみまことに重大であります。金属材料はあら

ゆる国家的重要開発プロ・ジェクト計画に構成要素

として関連があり，場合によっては材料としての

性能や加工性が腱路として全研究開発計画の律速

要因ともなりうる重要さをもっております。

　金属材料の研究は航空機や発電機を設計し創作

する研究のように成果が具体的な形となって表れ

ることが少ないものでありますが，それらの縁の

下の力持ちとなって完成を助けるような役割をす

ることも多くあります。このように地味で外部の

方々にはお解り難い面がありますが，研究そのも

のは物理，化学，工学の多方面に関連があり，興

味深いものが多く，携わる研究者達が研究業務に

傾ける熱意と意欲は高いものと感ぜられます。

　研究所全体としての研究活動もまた金属に関連

した多方面に渉っており，比較的基礎的な分野で

あ　い　さ　つ

　　所長　工博

の目的志向研究か

ら応用研究，実用

面の研究開発に至

る各種の段階に別

けて考えることが

できますが，終局

目的は一つのベク

トルにそろってい

ることが大切であ

ります。人の和と

荒　木　　　透

研究管理の調和によるモラルの一層の向上によっ

て，一つ一つ実績を重ねてゆくことが望ましいと

存じます。

　対外的には，官公立，私企業の各種の研究機関

や大学との協力関係や相補関係をますます良い状

態に保つことが重要であり，また国内の学会を通

じての活動も当所の研究のアクティビティを高め，

なお盛んと致すよう心掛け度く存じます。

　さらに創立時からの良き伝統であります外国と

の人事の往来と学術技術面の交流も一層芽を育く

み守ってゆくことを念願と致しておつます。各方

面からの御理解と御支援を重ねてお願い申し上げ

る次第であります。
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超音波探傷におけるパルスの周波数解析と指向性

　溶接部の超音波探傷においては，欠陥エコーの

大きさとビーム賂杜（欠陥エコーの位置），探触子

の走二査時のエコー高さの変化および欠陥エコーの

形に関する情報と，溶接継手の閉先形状など溶接

施工に関するい＜つかの情報に某づいて，欠陥の

位置，大きさおよび形状（種類）を判断しようと

している。

　しかし，現実には，これを完全に達成すること

は極めて困難であり，熟練枝術者はかな一）の精度

で欠陥を判断しているとはいうものの，勘に依存

している而が少なくなく，あまり理論的なもので

はない。

　材料強度研究部では，この数年来，溶接部の超

’榊吏斜角探侮の某礎として，斜角探触子の指向性

および前後走査特作を，理論および実駁の両面か

ら研究してきた。その結果，従来あいまいになっ

ていた斜角探触子の斗旨向性を明らかにすること．が

できた。実腕結果の1例を図1に示す。いずれも’，

47。付近に音圧のピークがある。正方形振動子のも

のでは小さい副極があるが，円形振動子のもので

は剛極は認められない。

　この研究では，理論と実験との対応に重一1気を置

いたため，意識的に狭帯域増幅俳を持つ探傷器を

使用してきた。しかし，実用的には現場で最も良

く使用されている広帯域増幅維を持つ探傷恭を使

用して研究を行う必要があ‘），現在着手したとこ

ろである。

　写真1は，斜角探触子（1）から指向性測定用半円

柱形試験片（2）内に発射された超音波を，円柱面に

接して配置したエレクトロ・ダイナミック・センサ

ー（3）で受信し，その周波数を解析装置（4）で解析し

ているところである。ここで使用している周波数

解析装置は，1kH。～100MHzの信号をヱ0Hzの分

解能で解析可能なものである。

　周波数解析の結果の1例を写真2に示すr」この

場合には，探触子の称呼周波数（5MHz）｛こ近いと

ころに最大のピークがあることが分かる。

　今後は，周波数解析結果，指向性測定結果およ

び時間領域における周波数との関係を種々の探触

子について明らかにしたのち；各種人工欠陥，溶

込不良などによる欠陥エコーについて，周波数解

析を行い，従来手がけられながら不明確のままに

なっている欠陥の種類（形状、犬きさ，向き）の判

別の問題に取組む予定である。

　　　　　一2，25ZlOXlOA司5＿＾

　　　　　一・一2．25ZlOXlOA45一目

　　　　　一一一一　2Z　1口A｛5－A

．；冒

一！口

一10

図1　エレクトロ・ダイナミック‘センサ…に

　　よる斜角探触子の指向性測定結果例

写真1 超音波パルスの周波数解析装置および指向性測定装置 写真2　斜角探触子から発射された超音波パルス

　　　の周波数解析結果の例（（リニヤ表示）。
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低合金鋼のベイナイトの靱性に及ぽす合金元素の影響

　強さと1靱性の両者が重嬰視される構造用鋼にお

いて，熱処理によって矛I」用しうるリ、皇本細．織はフェ

ライト，パーライト，ベイナイト，マルテンサイ

トである。これらの畔コでマルテンサイトは，焼も

どすことによって強さと靱性の、1、江で一一・般に鍛も有

利になる級織である。ベイナイトは強靱性の商い

場含と低い場含があり，その利閉には十分な注意

が必要である。

　機械械造／1竃鋼において靱惟の改善を冒的として

1一悉加される合金元素の影響は，マルテンサイト級

織に閑しては幾つかの撤告があるが，ベイナイト

細．織に関しては殆んどない。そこで製造冶金研究

部では0．4％C－O，8％Mn－1．1％Cr－0．25％Mo

を一基準とした低含金鋼において，Cを0．25～O．45

％，N…を0～2．6％，　Moを0～0．5％，Crを0～

2．2％に変えて，ベイナイトの舳‘1三に及ぽす伶金元

素の影響を調べた。さらにベイナイトの靱性を支

i雪己する要因についても検喬寸した。

　ベイナイトσ）靱性は生成淵．度によって＝瀞しい彩

響をうけるので，合金元’素の影響を調べる際には，

　…淋度で生成した均一なベイナイトをうること

が重要である。　このたダ）に本研究では前述の成分

σ）鋼を基準鋼として用いることによって十分な焼

入作を確保し，さらに試験片の形状にも考慮、を払

った。靱件σ）評仙1糸；準としては、シャルピー衝撃

試鹸における50％柵吏繭i蟹禾多淵．度を手采」1同した。

　図1は350℃で生成したベィナィトをHv320のか

たさに焼もどしたl1抑）避移涌．度に及ぽす含金元素

の彬欝を示す。一一一定かたさにおいて比較したのは，

　　o
ρ

鋤

舶一100

漣

’識

△Cr　　　　　　oN1

o　C

o　Nヨ

φMo
△Cr

靱性は強度水雌によって大きく左存されるからで

ある。C，Cr，Niの土舳1」1はいずれもベイナイトの

避移湘変を、、．l1二昇させる。すなわち柳僚を慨下させ

る。Moの土舳！は殆んど影響を及ぼさないが，滅少

（0％にする）、は遷移む，乱度を．．1二昇させる。さらに生

成1＝1．…岐の」二昇も遷’移お、．岐を＝饗しく．．．．1二昇させた。

　このような含金元’素およぴ生成概度の影響は，

ベイナイトの靱性を支配する要閥として，1．破壊

の様式の変化，2．脆性へき開破櫛における破面単

位の大きさ，3．炭化物の大きさを考えることによ

ってほぽ説1＝帽できた。すなわち，Moの減少の効果

は，焼もどし脆化を促進し破壊の様式を粒内破壊

から粒弊破壊に変えることによる。C，Ni，Crの

増加および生成沮度の．上外の効果は，いずれも上

記撰咽の2およぴ3を増大させることによるが、

3の効果がより大きいと考えられた。

　一・一方，図2はHv320に焼もどしたマルテンサイ

トの遷移瀞度に及ぽす含金元素の影響を示す。Mo

はベイナイトの場合とほぽ同様な傾向を示すが，

そのほかの元素はかな’）異なった効果をもたらす。

たとえばNiについては，マルテンサイトとベイナ

イトで逆になる。このように，構造用鋼における

合金元素の効果の検討および利用に際しては，対

象とする組織によってその奏カ果に差があることに

注意しなければならない。

　さらに，この研究を発歴させ，機械構造用鋼の

焼入れにおいて靱栓劣化の原困となる不完全焼．入

組織についても，その靱性に及ぽす含金元素の影

響を検討している。

一200

一1林成分0　　　1　　　2　　　3
　　　　　　　　　含金成分の変他（Wt％）

　　o

ρ

製

葵一100

漣

灘

一200

　　　　　　o　C

　　　　　　O　Ni

　　　　　　φMo
ムCr
　　　　　　ムCr

　　　　　　　oNi

図1　350℃て・’‘．1三成し，鮒320に焼もどしたベイナイトの逃　　図2

　　　移嵩、破にフ隻ぽす含金元繁の影翠響。斗，基本成分：0．35－

　　　0．42％C－O．8％Mn一三．1％Cr－G．25％Mo

一り，妄械分10　　　1　　　2
　　　　　　　　含伽更分の変化（Wt％）

Hv320に揺εもどしたマルテンサイトグ）三挫禾多享胤峻＝に及

ぼす合金元談の影徽。姥本成分10．35～0，42％C－

0．8％Mn－1．至％Cr－O．25％Mo
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【特許紹介〕

　　　金属電解法ならびに装置

　　　グ、千苧番号　　蘭召垂9－37682（囲召季口49角三王O月ユ1日）

　　　　　　　」　昭和50年玉削7日

　　　発臼月考　亀谷　博

　鋼など非鉄金属の製錬では金属の品位を高める

精製］二概として電角竿精製が行われる。銅電解のイ列

をとると電解槽内て’陽極の糊、金j．鵡板と陰極の金腐

禰板を交1｝．Ilに舳三1■請をおいてつり，弼極に電言充を1充

し，長時閉電解してから陰極に析■1士1した精製金属

を恢収する。電流を増すと陰極に樹枝状結晶が成

長し簡傲が短絡して電角界ができなくなるので数ア

ンペア1二抑える。電解能率は電流密度と電解面積

の積に比例するが，現行法はこの両者が限定され，

’ii■i極板σ）入れ換え作業も必要である。

　この発■リヨは水溶液中に懸、濁させた金属粒子を電

極とする電解製錬法で，プロセスの連続化，電流密

度と電解而積の拡大による能率向．．、ヒ及び装置の小

刎化を帥勺とし、図に示す篭解装蟹を提供する。

　隔膜王1により電解槽10を上部陽極室13と下部陰

極室I2に分け，陽極室には1場極15，電解液流入口

2ヱ，排舳1－i22を設け，陰極室には1壌極板I4，電解

液流入［二W，金属粒子の排出山8を設けてある。

電解槽には振動発生装置3I，32によ’）揺動と振動

の合成振動を与え，電解液中へ金属粒子を懸濁さ

せる。陽極」室では陽極に衝突した原料粒子が電解

液に溶解し，一・・方陰極室では陰極に衝突した粒子

が電解液中の金属イオンを析出して成長していく。

各電解室では電解液，原料金属粒子，種金属粒子

及び成長した金属粒予の連統装入排出を行わせる。

　このように本発明は粉末懸濁電解による銅やニ

ッケルの製錬法で，工程の連統化，能率の向上及

ぴ電解槽の小型化，密閉化のための全く新しい技

術である。

　漢1連特許　特公昭49－9283懸濁電極による金属

篭解製錬法。

　槽型連続製鋼炉の排潭口の加熱装置

　　　公告番号　実公昭49－22498

　　　登録査定　昭和49年9月12日

　　　考案者三井達郊，福沢章

　転炉や電気炉などによる製鋼では，1工程の製

鋼が終ると炉を傾斜させてあらかじめスラグを取

り除いてから鋼をと占）出す。しかし，近年，研究

の逃められている連続製鋼法では，とけた鉄を連

続的に移送するのでスラグを連統して除去する手

段が1必要で，炉から除去したスラグの散熱による

凝嗣を防ぎ，排津口の閉そくや樋内のスラグ凝固

を防止するための〕二夫が1必要である。

　この考案は槽型述続製鋼炉のスラグを除去する

ための排津［］に管状の樋を連結し，この樋に圧縮

空気噴射ノズ’ルをI阪付け，製鋼炉から一・一部導いた

排ガスの燃焼により力…1熱してスラグ’を連続的に除

去できるようにした。燃焼ガスは排津樋先端に取

付けたダクトにより製鋼炉の排ガスの排出口部へ

送れる。このように製鋼排ガスを禾岬しスラグの

連続的な除去を可能とした。
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